
   

  

 

 

 

 

 

「しょうじさん、がんばって～」 

 

相模原市立小学校長会 会長 中山 章治 
 

 

 

 

 

 

 私の趣味の一つにランニングがあります。学

校に就職したときに先輩から声をかけられ、２

０㎞のレースに出場したのがきっかけとなり、

それ以降駅伝や１０㎞からフルマラソンまで、

年間６～７回のレースに出場しています。 

 普段レースでは、沿道にたくさんの応援の方

がいて、その目的は自分の家族や職場・ランニ

ングチームの仲間への応援だと思いますが、そ

れ以外のランナーにも大きな声援を送ってくれ

たり、飲み物やアメなどを渡してくれたりして

大変ありがたいことと感じています。 

 新型コロナの影響が出始める前になります

が、今年２月に京都マラソンに参加しました。

沿道にはたくさんの応援の方がいたのですが、

レース中に「ショウジさん、ファイト～！」と

か「ショージー！ナイスラン！」と声を掛けて

くれた人が約５０人。なぜか？それはナンバー

カードに自分の名前やニックネームを載せられ

るようになっていて、私は「ＳＨＯＪＩ」と入

れていたからなのです。よくマラソンや駅伝の

選手がインタビューで「自分の名前で応援して

くれてパワーをもらった」と言っていたのと全

く同じで、その応援のおかげで、何とかゴール

することができました。 

 もちろん名前を載せるのは有料だったのです

が、自分だけへの声援、励ましは支払った価値

を大きく超えるものとなりました。 

学校の中でも、授業の挨拶のときに日直児童

の「○○さん、良い姿勢です」や授業中に挙手

をするときに「○○さんの意見に付け加えです」

と、発言しているのをよく聞きます。これも大

勢(数人)に向けたものではなく、その中の私(だ

け)に向けられたメッセージであるこというこ

とが、認められていると感じ、さらには心の安

定につながるのかなと思います。例えば、廊下

を走っている子どもに「走るな！」や「歩いて

ください」の注意よりも「○○さん、歩きまし

ょう」の方が効果があるというのも同じなのか

もしれません。 

 私もパワーや元気を伝えようと、「○○さん、

おはよう」や「いつも頑張っているね、○○さ

ん」のように８２６名の児童全員に声をかけた

いと思っていますが、まだ名前と顔が一致しま

せん。こちらのゴールは

はるか遠く、私の挑戦は

まだまだ続きます。 
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今回のような感染症流行による環境の変化や、突然の事故など、非日常の出来事を身近に体験すると、子ど

もたちにさまざまな形でストレス反応が現れることがあります。ここでは、そのストレスの現れ方と、家庭や学校での

支援の方法について、青少年教育カウンセラーの立場からご紹介します。

眠れない 体調が悪い

食欲がないぼんやりする

その他
・誰とも遊びたがらない
・妙にはしゃぎすぎる
・一人でいることを嫌がる
・自分を責める
・ちょっとしたことでもすぐ怒り出す
・言動が幼くなり、赤ちゃん返りをする

など…

ストレスの現れ方はそれぞれ…

こんな言葉がけしていませんか？

頑張って！ 負けちゃだめ

つらいのは

みんな同じだよ
もう忘れよう

頑張 らな く て は い けない こ と は 、子 ど も自身
も充分に分か っ て い る こ と 。 こ れ ら の言葉がけ
は 、 か え っ て本人の焦 り や 、自分を責め る気持
ち を大 き く さ せ て し ま う か も し れ ま せ ん 。

受け止めること

いつもと違うことが起こったとき、いろいろな

ストレス反応が出るのは「普通のこと」です。

「無理に元気になろうとする必要はないよ」

と伝えてあげましょう。

青少年教育カウンセラーを
ご活用ください

リラックスできる時間をつくる

家族や友人など、信頼できる人と、

ゆったりと過ごす時間をつくりましょう。

「一人でいたい」という時には、その気

持ちを尊重することも大切です。

いつもどおりの生活リズムを

三食きちんと食べる、決まった時間

に寝るなど、できるだけ普段通りの生

活リズムを心がけることで、徐々に日

常に戻していきます。

じっくり話を聞く

話を遮ったり、根ほり葉ほり質問し

たりせず、本人の気持ちを最後まで

じっくり聴いてあげましょう。「話を聴

けて嬉しかったよ」と、気持ちを受け

止めることが、安心感につながります。

子 ど も を心配に思 う あ ま り 、周囲の大人が不
安にな り す ぎ た り 、自分を責め て し ま っ た り す る
こ と が あ り ま す 。問題を一人で抱え込むのではな
く 、大人もセ ル フ ケ ア を し な が ら 、 チ ー ム で子 ど も
を支え て い き ま し ょ う 。

環境が変わり、子どもが過剰に不安がって学校に行けない、クラス

の子どもの様子がいつもと違う…。そんなときは各校に配置されてい

る青少年教育カウンセラーにご相談ください。直接お話をうかがった

り、教室での子どもの様子を見たりして、日常に戻るためのお手伝

いをします。

また、青少年相談センターの各区にある相談室では、１9歳以

下の青少年に関する本人やご家族の相談をお受け

しています。学校で相談しづらい場合やご都合の

あわないときは、来所での相談もできます。

まずは各相談室に電話でご予約下さい。

◎青少年相談センター 中央相談室（中央区中央3-13-13）

相談専用電話 042-752-1658

◎青少年相談センター 南相談室（南区相模大野5-31-1）

相談専用電話 042-749-2177

◎青少年相談センター 城山相談室（緑区久保沢1-3-1）

相談専用電話 042-783-6188

◎青少年相談センター 相模湖相談室（緑区与瀬896）

相談専用電話 042-682-7020

その他の相談先

◎ヤングテレホン相談 042-755-2552

◎Ｅメール相談 yantele@city.sagamihara.kanagawa.jp
◎さがみみ（さがみはら子どもの権利相談室）

0120-786-108
◎いじめ相談ダイヤル 042-707-7053
◎かながわ子ども家庭110番相談LINE

月～金 15:30～21:00
土 13:00～17:00



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

E メール相談 
（２４時間受付） 

「「不不登登校校をを考考ええるるつつどどいい」」「「チチャャレレンンジジ教教室室」」報報告告 

 

6 月、相談指導教室も学校と合わせて開室となりまし

た。新型コロナウイルスの影響で、学校や教室でも新た

な約束が増えたはずです。面倒という気持ちは誰しもあ

るでしょうが、その面倒が自分や周りの人を守る大切な

ことだと、一人ひとりが自覚しつつ、活動していければ

と思います。 

緊急事態宣言発令中、早く元の生活に戻りたいと、気

持ちが焦りつらかった人、反対に新しく家の中でできる

ことを始めてみるなど楽しく過ごせた人、大人も子ども

もそれぞれでした。また、外に出なくてよいことに安心

した人もいるかと思います。相談指導教室は、いつもよ

り色々なことを考えたり、感じたりしたその気持ちを、

家の外にいる大人、同世代の子に話せる場所でもありた

いと思います。      （相談指導教室支援員） 

 

 

子どもたちはどのような思いで学校再開の日を迎え

たでしょうか？「友達と会えるのが楽しみ」と思う気持

ちや、「久しぶりで学校生活に慣れるのか不安」と思う

気持ち、色んな思いが沸き起こってきたと思います。実

際に私は学校再開が近づくと「早く子どもたちに会いた

い」と思うと同時に「もう少しゆっくり始まって欲しい」

という思いになりました。ところが学校が始まり、目の

前にいる子どもたちの姿を見、会話を交わす度に、自分

の中で薄まっていた日々の生活が色鮮やかになってい

ることに気づきました。子どもたちのもつ底知れない

「パワー」の大きさに日々感動しています。だからこそ、

そんな「パワー」を持っている子どもたちが、どんな人

達と出会い大人になっていくのか、楽しみです。 

（青少年教育カウンセラー） 

「「ほほっっととひひととここまま」」  
青少年教育カウンセラーと相談

指導教室支援員が、日々の心温まる

ひと時について教えてくれました。 

 

その７２ 

 

6 月 13 日、青少年相談センターにて「第 1

回不登校を考えるつどい」を開催しました。「不

登校への理解 子どもに寄り添う」というテー

マで、講話やグループ別の話し合いをもちまし

た。参加された方からは「いろいろと共感でき

るお話が聞けて参考になりました。今後も参加

していければと思います」等の感想が寄せられ

ました。また、6 月 23 日、6 月 27 日、7 月 8

日には第 2回のつどいを「進路選択」をテーマ

に、３区それぞれで開催しました。市内フリー

スクールの方からも情報提供をいただき「居場

所づくり」について皆さんで話し合うことがで

きました。今年度「不登校を考えるつどい」は

10 月、11 月、2月にも開催を予定しています。

多くの方のご参加お待ちしております。 

 6 月 13 日と 6月 27 日に「不登校を考えるつ

どい」と同時開催で、子ども対象の「チャレン

ジ教室」を行いました。相模川自然の村野外体

験教室「若あゆ」のスタッフの方を講師として

招き「チャレンジドミノ」「万華鏡づくり」「小

枝と木の実のクラフト」などの活動に取り組み

ました。子どもたちは初めての活動に戸惑って

いたものの、徐々に活動に集中していく様子が

見られました。出来上がった作品を見せ合うな

ど、子ども同士で交流するひとときもありまし

た。 


